
【森】今期も本当にありがとうございました！戸
田さんから見ると、今期の活動で一番印象に
残ったことは何でしょうか？
【戸田】今期も…ですが(笑)、やはり目標設定
には苦しまれていたように思います。「いい目
標を立てる」ということはとても難しいことなん
だなと思いますね。
【森】いい目標、つまり「誰もが自分ごとになれ
る目標」を設定するということですね。どの会
社も目標は立てていると思うのですが、「目標
そのもの」を戦略的に立てている会社は少な
いように思いますね。

【戸田】どうしても、目の前の仕事をこなすこと
で精一杯になりますから、立ち止まってじっくりと
考えたり、定期的に振り返る時間が取れないよ
うですね。でも、参加者の皆さんは、少しずつ、こ
うしたことが大切だということに気づき始めてい
る。勉強会後半になるに従って、「振り返り」や
「じっくり考える」という習慣が身についていく様
子は、データを取ってみてもよく分かりますね。
【森】また、こちらも毎年恒例ですが、全ての
チームが「巻き込み」に悩んでいましたね。
【戸田】そうですね。自分たちだけで目標を目
指すのではなく、社内をうまく巻き込んで、チー

ムで達成を目指す。ここに皆さん苦労されてい
たように感じます。
【森】社内を「巻き込む」というと、どうしても誰も
が、一斉メールやSNSなどで済ませようとした
り、会議でみんなに話をすれば「伝わっているも
の」だと勘違いしていたり。結果、誰にも届いて
いない、響いていない・・だから誰も動かない。こ
れも毎年恒例ですけど（笑）
【戸田】そうですね。やはりコミュニケーションの
基本は、「論理（事実）」だけではダメで、そこに
は「感情」も必要です。でもその根底に「信頼」
というものがなければ始まらない。当然です

が、信頼関係があった上での、コミュニケーショ
ンなんですね。
【森】「みんな」という人はいない。だからこそ、
巻き込みは「みんな」や「誰か」じゃなくて「一人
ひとり」との信頼関係をつくり続ける以外にな
いんだ！ということ。これは、最終的には全員が
強く意識していたことだと思います。身をもって
学びますからね(笑)。
【戸田】そうした社内への巻き込み意識の延
長線上に、ドラマネ勉強会メンバー同士の強
い絆や、相互支援にも繋がったんじゃないかと
いう気がします。
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《勉強会講師》

●壇上 5 チーム紹介

第８期ドラマティック・マネジメントアワード

《勉強会顧問》

社会人のための仕事の学校 ドラマティック・マネジメントアワード 発行日：令和2年2月20日（木）　発行所：一般社団法人 日本経営イノベーション協会　〒103-0026東京都中央区日本橋兜町15-12 8階　TEL: 03-6681-4674 / FAX: 03-6681-4672　https://www.doramane.com

●社会人の学び場「ドラマネ勉強会」主催
●株式会社サードステージコンサルティング 代表取締役
●一般社団法人日本経営イノベーション協会代表理事
●明治大学サービス創新研究所副所長
これまで1000社以上の会社と関わり、のべ3万人以上の経営者や従業員のサポートをし続けて来た、熱血教育コンサルタント。
2012年からは、社会人のための学び場「ドラマネ勉強会」の代表講師を務め、業種もまったく異なる会社の従業員同士が学び合
い、脅威の成果を生み出す仕組みを確立。延べにして170社1500人以上の従業員が参加している。経営者からは、「従業員の
可能性を絶対に諦めない先生」として定評がある。この「ドラマネ勉強会」における成果と実践は、一人ひとりがイキイキと活躍し
ながら、圧倒的な業績を上げる“学習の仕組み”として、大学と共同研究されているテーマが多数。著書に「ドラマティックマネジメ
ント（かんき出版）」「入社３年目からのツボ 仕事でいちばん大事なことを今から話そう（青春出版）」

MOR I  K EN ICH I
富士通ラーニングメディアナレッジサービス事業本部、特定非営利活動法人日
本e-Learning学会理事、熊本大学大学院社会文化科学研究科、教授シス
テム学専攻客員教授、明治大学サービス創新研究所客員研究員、一般社団
法人教育システム情報学会社員。

TODA  H I ROTO

入社３年目からのツボ  
仕事でいちばん大事なことを
今から話そう 
出版社：青春出版 
金額：1400円＋税

アルバイトも熱狂して働き出す
ドラマティック★マネジメント 
出版社：かんき出版 
金額：1400円＋税

【森】参加したすべてのチームが、目標設定に
悩み、巻き込みにもがき続けた10カ月間でし
たが、全てのチームが大きな変化成長を果た
してくれました。全チーム壇上に上がってもい
いかなと思ったほどです。
【戸田】そうですね。だから初めて敗者復活戦
もやりましたね。その分も、壇上チームには頑
張って欲しいと思います。
【森】そうですね。今回も、たくさんの学びを届
けて欲しいと思います。戸田さん、ありがとうご
ざいました。
【戸田】ありがとうございました。

● アビリティーセンター株式会社 ●

●所在地：愛媛県新居浜市
●業種：総合人材サービス業
●創業：1986年
●従業員数：129名
●ドラマネ参加回数：初参加

今回のチームメンバーは、四国
全県で展開する会社の一支店、
松山オフィスから選ばれた若手
メンバーたち。彼らが挑んだ目
標は、過去最高利益の2倍！前人
未踏の高い高い目標への挑戦
だった。彼らの行く手を阻んだ大
きな大きな壁とは！？

● ケーアールケープロデュース株式会社 ●

●所在地：東京都渋谷区
●業種：ブライダル写真

企画販売・
イベント映像企画制作

●創業：1999年
●従業員数：168名

アルバイト23名
●ドラマネ参加回数：５回目

今回のチームメンバーは、個性
派揃いの映像クリエイター、THE
職人チーム。センスや技術を磨く
ことだけを考えていた彼らが挑
んだ目標は、なんと新規事業の
立ち上げ！数字なんて考えたこと
もなかった彼らが、この10ヵ月間
でどんな変化を遂げたのか！？

● 株式会社CRS埼玉 ●

●所在地：埼玉県川越市
●業種：自動車リサイクル業
●創業：2004年
●従業員数：59名
●ドラマネ参加回数：初参加

今回のチームメンバーは、創業
当初から会社を支えてきた幹部
社員たち。高い高い目標を掲げ、
社内を巻き込もうとした時、彼ら
の前に大きな壁が立ちはだかっ
た。彼らが直面した「マネジメン
トの壁」とは？！

● 株式会社 ライブフードプロデュース ●

●所在地：神奈川県海老名市
●業種：飲食、デイサービス、

保育園の経営など
●創業：1999年
●従業員数：45名

アルバイト100名
●ドラマネ参加回数：４回目

今回のチームメンバーは、飲食、
ストレッチやデイサービス、保育
園、本部と業種の異なるリー
ダーたちで構成された混合チー
ム。参加の目的は、部署の垣根を
超え、一丸となって目標に向かう
組織へと変革すること。彼らは
ONE TEAMになれたのか？！

● 株式会社 メディケアー ●

Strong

僕らの未来元年

Hit and Rush

ぼーだれす

X-Plerun

●所在地：神奈川県藤沢市
●業種：福祉用具レンタル、

販売、住宅改修など
●創業：1980年
●従業員数：241名
●ドラマネ参加回数：７回目

今回のチームメンバーは、4月に
入社したばかりの新卒社員た
ち。彼らの掲げた目標は、新卒の
教育プログラムを作ること。入社
したばかりの彼らが会社を知り、
仕事を知り、上司や仲間への感
謝を知り、わずか10ヶ月で成し
遂げた大きな成果とは？！
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株式会社サンセルモ

株式会社ナカジマ・プランニング

株式会社CRS埼玉

アビリティーセンター株式会社

株式会社アーバンはるか

株式会社あいネットサービス

株式会社ライブフードプロデュース

ドラマネ勉強会講師
森 憲一 著書
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詳しくはドラマネHPへ
働くすべての人のために。

https://www.doramane.com

実行委員長挨拶
ド ラ マ ネ 製 作 委 員 会

東京理科大学理学部物理学科卒、同大
学院修士課程物理学専攻を経て博士課
程を退学（6年間在籍）。ソフトハウスに勤
務し理学博士号を取得。サイエンスライ
ターを経て明治大学法学部専任講師、助
教授を経て、教授に就任。明治大学サー
ビス創新研究所所長。ドラッカー学会代
表理事、日本ビジネス・コミュニケーション
学会副会長、アカデミック・コーチング学
会副会長など。研究テーマは組織と社会
の死生学。経営学から死生学まで多岐に
わたる研究をテーマとしている。

阪井 和男（顧問・審査員長）

【ドラマティック・マネジメントアワード実行委員会】
●勉強会講師

森 憲一
（株式会社サードステージコンサルティング代表取締役・明治大学サービス創新研究所 副所長）

戸田博人
（株式会社富士通ラーニングメディアナレッジサービス事業本部）

●ドラマネ製作委員

委員長 中川貴之（株式会社アーバンフューネスコーポレーション代表取締役社長）
プロデューサー 森 貴子（株式会社サードステージコンサルティング取締役）

●イベント製作

寺田 博（ケーアールケープロデュース株式会社 マネージャー）
車谷優慈（ケーアールケープロデュース株式会社 事業部長）
神谷岳志（ケーアールケープロデュース株式会社）
小野崎敦（株式会社アーバンフューネスコーポレーション）
岡崎裕介（株式会社アーバンフューネスコーポレーション）

●パブリシティ

脇本修一（日本印刷株式会社 新規事業部部長）
小枝宏光（有限会社クリアサウン）

経済誌記者として1500人以上の経営
者を取材、また書籍編集長として数々
ヒット作を出版。1980年35歳のとき、
㈱かんき出版の社長としてスカウトさ
れ、出版事業と社員教育事業の出版
社へと成長させる。2010年、社長在任
30年を期に勇退。2017年、最高顧問
を引退。現在、コトづくり研究会代表。そ
のほか数社の社外取締役、監査役を
務める。

境 健一郎（顧問・審査員）

戦後の成長期に千葉県を中心に数々
のホテルを創業。５建目となる「ホテル・
ザ・マンハッタン（海浜幕張）」は、高級
ホテルの草分けとして国内５ッ星ホテル
がモデルとするなど、業界に大きな影響
を与えた。また、アメリカの全国紙
「USAトゥデイ」が報じたことで世界中
のさらなる注目を集めた。ホテルマンと
して日本のパイオニア的存在として知
られている一方で、（社）日本ホテル協
会等、数々の団体役職に従事している。

新城 洋一（審査員）
ハワイ大学名誉教授、ＩＭＧＳ国際メン
ターシップ大学院大学学長、専門分野
は人間学（出会いの哲学）、人間関係
論、リーダーシップ論。日本企業のみな
らず、多国籍企業で人財育成、リーダー
シップ研修などにも携わっている。著書
は「出会いを哲学する」「文化摩擦解消
のいとぐち」など。アルバート・シュバイ
ツアー賞、ハワイ大学最優秀ティーチン
グ賞受賞。哲学博士。

吉川 宗男（審査員）

明治大学卒業後、株式会社経済界に
入社し、創業者・佐藤正忠氏の随行秘
書に就く。雑誌・経済界の編集長も務
め、各界の著名人のインタビューで見
聞を広めると共に、ネットワークを構築。
平成25年、22年間務めた経済界を退
職し、株式会社損得舎を設立。電子雑
誌「政経電論」を創刊。総理大臣をはじ
めとする政治家、経営者、著名人ら社
会に影響を持つ人物を数多く取材し、
政治経済を独自の視点でわかりやすく
解説している。

佐藤 尊徳（審査員）
立教大学経済学部経営学科を卒業
後、富士銀行、流通マーケティング会社
を経て、平成９年に株式会社玉子屋 常
務取締役として入社、平成16年に同代
表取締役社長に就任。「カンブリア宮
殿」等メディアに多数取り上げられ、独
自の経営手法は米国スタンフォード大
学の大学院生が視察に訪れるなど注
目。平成16年より世界経済フォーラム
（通称ダボス会議）のフォーラムメン
バーに選出されている。

菅原 勇一郎（審査員）

委員長 中川 貴之

プロデューサー 森 貴子

学生企画

決勝投票フォーム
https://forms.gle/rA9kZbKgf9ua9S6C9

　これまで、多くの学生や新卒の方 と々関わらせていただく中
で、私たちがずっと気になっていたことがありました。それは、学
生が、社会人として働くという現実を全く想像できていないと
いうことです。受け入れの企業側ではインターンや職場体験
を始め、様 な々企画を実施しながら、入社前後のギャップを埋
めようと努めていますが、中々上手くいっているようには思えま
せんでした。もっともっと学生に、仕事の現場感、本気で仕事
に向かっている姿勢、そんな社会人の熱が伝わることが大事
なのではないか、そのように感じていました。
　そんな中、私たちの積年の想いを実現することができたの
が今期の勉強会（途中から）でした。ドラマネ参加メンバーが
懸命に動いてくれて、産業能率大学の佐藤先生のゼミ生が
参加をしてくれるようになったのです。案の定、学生たちの新

鮮で真剣な姿勢に刺激を受け、ドラマネメンバーたちの取り
組みにも緊張感が生まれました。また学生たちにとっても、他
に類を見ないリアルな社会人の現場感を体験できる最高の
場となったのではないかと感じています。
　初めての試み故に、まだまだ改善の余地は大いにあります
が、先生方のご協力と初参加の学生たち、ドラマネメンバー
の相互支援により、初めてとしては素晴らしい成果を残すこと
ができたのではないかと感じています。ありがとうございまし
た。来年以降も、多くの方 の々ご協力を頂戴しながら、さらに進
化した場を創造し続けて参りたいと考えております。
　全ての皆様に、心より感謝を込めて。

　継続は力なり。始めることより、継続することが何より大変
だということは、誰もが身をもって感じていることと思います。
　ドラマネがこうして８期まで継続してこられたのも、参加企
業経営者のご協力や、勉強会講師の先生方と受講生との
信頼関係、この会場にお越しいただいている皆様、支えてく
ださる審査員の先生方、そして、私たちの活動に共感しご協
賛くださる皆様のお力添えと、関わるすべての方との相互
支援によるものだと思っております。皆様には心より感謝を

申し上げます。
　おかげさまで、ドラマネは回を重ね
るごとに進化を続け、第８期勉強会
も大変質の高い学びの場となりま
した。私は参加企業の経営者とし
てもこの勉強会に関わっておりま

すが、今回、改めて感じたことがありました。それはアウトプッ
トの重要性です。
　私たちは日常、インプットは多いのですが、知り得たものを
分析したり、アウトプットをする機会は多くありません。ドラマ
ネ勉強会は、インプットと同時に分析や振り返り、巻き込みな
ど、アウトプットをする機会がとても多く、この能力を伸ばすこ
とは、仕事をする上で大変重要な力になっていると確信いた
しました。
　これからもドラマネが素晴らしい場であり続けるよう、私も
尽力して参りますので、今後ともご支援のほど宜しくお願い
致します。
　支えてくださる全ての皆様に、心より感謝申し上げます。

●ウェブサイト製作

桂 正典（株式会社ゼウス代表取締役社長）

●カメラマン

伊東順也（ビデオコンク）

●ドラマネ主題歌

「仕事に、仲間に、人生に乾杯を！」（作詞・作曲　歌　仲山卯月）

●Special Thanks

井上万都里（株式会社いのうえ専務取締役）
渋谷英嗣（有限会社オルグ代表取締役社長）
武藤頼胡（一般社団法人終活カウンセラー協会代表理事）
櫻井智之（有限会社さくら代表取締役社長）
栗原正宗（株式会社共栄専務取締役）
後藤康太（株式会社メディケアー代表取締役社長）
山里 彰（株式会社 TIER PRECIOUS代表取締役社長）


